
学習文法の再構築

- 英語学 と英語教育-

1.はじめに

1.1.マイクロ･ティーチングでの驚き

教科教育法の授業を担当するようになって

10年近 くなる｡授業の中では,教育実習を控

えた学生達に中学 ･高校の教科書を持たせてマ

イクロ･ティーチング (20-30分程度の短い

模擬授業)を行わせる｡その模擬授業を見てい

て,とても気になっていることがある｡それは

｢文法事項の説明がきわめて下手だ｣とい うこ

とだ｡導入やコミュニケーション活動の場面で

は,授業は問題なく流れる｡しかし,いったん

｢説明モード｣に入った瞬間に急に失速 してし

まう｡もちろん,文法説明以外の部分も改善の

余地がない訳ではない｡しかし,英語を使って

臆せずに授業を行う学生は,確実に増えてきて

いる｡それなのに,文法説明は依然として問題

山積なのだ｡これは,文法指導の改善に我々が

意識的に取 り組んでこなかったツケなのではな

かろうか｡

1.2.文法指導は日陰者?

コミュニケーション能力育成が叫ばれる中

で,文法指導は日陰者扱いをされてきた｡公開

授業や授業研究では導入や活動が中心となり,

文法事項の ｢説明や練習｣にスポットが当たる

ことはほとんどない｡実際に経験 したことだ

が,授業参観を依頼されて ｢今日は文法説明を

する予定です｣と言った ところ,参観者から

久保野雅史

｢それならば結構です｣とい う答えが返ってき

たこともある｡従って ｢関係代名詞のこの説明

は素晴らしい｣というような授業が研究授業の

対象となることは,まずない｡結果として,文

法指導とりわけ文法事項の説明に関して,授業

を改善する機会は,設定されてこなかったよう

に思 う｡

もちろん,受験目的の文法問題演習は従来か

ら営々と行われてきた｡しかし,ここでは正答

率を上げることが至上命題である｡生徒に ｢文

法力をつける｣という目標をダイレクトに目指

しているとは限らない｡そのため,受験英語 と

いう特殊なコンテクストでしか話題 とされず,

必要悪のように扱われてきた｡

その結果が,冒頭に紹介した大学生の模擬授

業なのではないか? 受動態や也ere構文など

が指導すべき文法事項だったが,その説明は,

それこそ古めかしい (ある意味で懐かしい)や

り方を脱 していなかった｡筆者が中学生時代に

習ったのと全 く変わっていないのだ｡ことによ

ると,それよりも劣化 しているかも知れない｡

どうも,文法説明だけが英語教育の進歩から取

り残されてしまっているようだ｡

2.中学校と高校のギャップ

2.1.接続の悪さ :関係代名詞を例に

中高の接続 ･連携の重要性がしばしば話題に

なる｡話題になるということは,接続 ･連携に

問題があることの表れである｡接続の悪さの例
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として,次のような文を考えてみたい｡

(D ThisisthebookItalkedaboutyester-

旦旦邑

これは,中学校 ･高校のどちらで指導すべき事

項だろうか? 中学校教員から見ると ｢これは

高校の内容だ｣ と思えるかも知れない｡ しか

し,高校教員の中には ｢これは中学校で学習済

みだ｣ と考えて疑わない人も少なくない｡

文部省 (1999a)によれば,中学校で扱 う関

係代名詞は,

･制限的用法のみ (カンマ付 きの用法は除

く)

･目的格のwhom と所有格のwhoseは除 く

･(前置詞+関係代名詞)は除 く

･先行詞と関係代名詞が離れたものは除 く

に限られている｡(D の文のベースにあるのは

確かに,

(2) Italkedaboutthebookyesterday.

なので,(前置詞+関係代名詞)の形を使って,

(3) ThisisthebookaboutwhichItalked

yesterday.

とい う文を作ることも理屈の上では可能だ｡し

かし,こういった文を耳にすることは,まずな

い｡それはtalkaboutがひとかたまりのフレー

ズとして意識されるからだ｡talkとaboutを分

離することには無理があるのだ｡フレーズとし

て意識されていることの証拠 としては,

(4) Thebookwasnottalkedaboutyester-

day.

のように,talkaboutが受動態になれることも

挙げ られる｡(これ と同 じことが,listento,

lookatなどにも成 り立つ｡)｢talkaboutは実質

的には1つの単語 と同じ働きだ｣ と考えると,

(1)を中学校の学習事項だと考えることが無理

ではなくなって来る｡

2,2.教えないから使えない

現在使用 されている中学校の検定教科書に

は,(1)のような文は,ほとんど出現 しない｡

つまり,中学生がこういった文を教室で目にす

ることは,ほとんどないのだ｡そのため,中学

校 ･高校の双方が ｢これは自分の守備範囲では

ない｣と思いこんでいると,扱われないままに

済んでしまう恐れのある項目なのである｡

(5) ThepeopleIworku)itharevery

friendly.

(6) Whowasthatboyyouwerewithyes-

terday?

この二つの例文も,埋め込まれている文の構造

は (自動詞+前置詞)で,それが,

(5) workwith…｢-といっしょに働 く｣

(6) bewith.‥｢=･といっしょにいる｣

のように句動詞 (phrasalverb)として用いら

れている点では同じである｡また, ともに,

(5) 同僚はとてもいい人達です.

(6) 昨日一緒にいた子は誰 ?

のように,日常的に頻繁に使用できる表現であ

る｡しかし,これらも,(1) と同様に中高のど

ちらでも明示的に指導されることはまずない｡

結果 として,非常に使い勝手の良い表現である

にもかかわらず,生徒達は運用することを苦手

としているようである｡
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3.受動態 (受け身)の扱い

3.1.｢基本的なもの｣とは?

中学校の新しい学習指導要領 (以下,指導要

領)が2008年3月末に告示された｡文法事項

を見てみると,関係代名詞,to不定詞,動名

詞に関する記述から ｢-のうち基本的なもの｣

という文言がなくなりまっていることに気がつ

く｡しかし ｢基本的｣が外れたことを ｢発展的

な内容まで扱うことになる｣と理解するのは早

計であろう｡これは ｢指導要領は最低基準｣と

明言したこととの整合性を因るための表現上の

微調整だと考えた方が良さそうである｡最低基

準である指導要領の中に上限を示唆するような

記述,つまり｢歯止め規定｣が残っていては具

合が悪いからなのである｡

受動態については ｢基本的｣という記述その

ものはないものの,歯止めを外すという意味で

は関係代名詞などと同様である｡現行版では

(7) 受け身のうち現在形及び過去形

となっていたが,文部科学省 (2008)では ｢現

在形及び過去形｣という歯止めが消えて,単に

(8) 受け身

と書かれている｡そのため,理屈の上では (9)

のような (助動詞+be+過去分詞)の形も中

学校で扱えることになる｡

(9) Heu'illbeinvitedtotheparty.

しかし,関係代名詞などの場合と同様に,実質

的な意味を伴わない文言の修正だとすれば,想

定 している内容は ｢現在時制と過去時制｣と大

差ないとも考えられる｡

3.2.中学生には本当に無理なのか?

ところで,(助動詞付 きの受け身)は,どう

学習文法の再構築

して高校の学習事項になっているのであろう

か ? 筆者が中学生だった1970年代前半に

は,(9)は中学校の学習事項であった｡しか

し,複雑な文法事項だということで,学習負担

を軽減するために,中学校から切 り離されて高

校に送られた,と言われている｡

同じように高校に送 られた事項には,(現在

完了進行形)

(10)Shehasbeenskiingforanhour.

がある｡(9)と (10)の共通点は,動詞の部分

が3語になっていることである｡形式的に言え

ば,｢3語のものは,1,2語のものよりも複雑

だ｣ということになる｡これが,(9)と (10)

が中学校から切 り離された理由の一つだと考え

られる｡しかし,(9)と (10)は実際に定着が

悪 く,運用の際に間違いが多いタイプの文なの

だろうか?

受け身について,まず考えてみたい｡現在

形 ･過去形の場合は,主語の人称や数に応 じ

て,be動詞をam,is,are,was,wereの中から

選択しなければならない｡しかし,(9)のよう

に (助動詞付き)の場合は,逆に単純になる｡

be動詞はまったく変化せずに,

(ll) 助動詞+be+過去分詞

-下線部は無変化

で良いからである｡be動詞の変化がない分だ

け,誤 りが少なくなるかも知れない｡もし仮に

そうであるならば,(9)を高校に送る合理性は

失われることになる｡

3.3.教員養成システムの問題点

模擬授業で受動態の説明をする場面で,学生

が (12)のような板書をした｡(学習指導要領

では従来から ｢受け身｣ という用語を使ってい

るが,本稿では今後 ｢受動態｣に統一すること

にする｡)
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(12) 能動態 :Johnwrotethisbook.

-受動態 :Thisbookwaswrittenby

John.

伝統的な ｢たすき掛け｣方式で受動態の作 り方

を一通 り説明した後で,その学生はbyJohnに

下線を引いて,

(13) 能動態の主語は,受動態では (by～)
で表す｡ただし,bythem.byusのように

一般的な人が来た場合には省略 してもよ

い｡

と付け加えた｡

このマイクロティーチングが終わって議論す

る場面で,

(14) 受動態と能動態が表している意味は,

まったく同じだと言えるのか?

(15) ｢省略 して もよい｣とい う言い方は

｢しなくともよい｣｢本当は省略しないほう

がよい｣と誤解されないか?

という問題提起をして,授業者 ･生徒役の学生

全員で考えてみた｡そこで行われた質疑から印

象的だったものを再現してみよう｡

(16) 生徒役の学生 :(14)(15)のような誤

解を招く説明は,止めた方が良かったので

は?

授業者の学生 :(不満そうな表情で)ど

こが問題なのか分からない? 自分は習っ

たように教えただけ｡受動態と能動態の意

味が違 うなどという話 しは聞いたことがな

い｡

このやり取 りを聞いて,大きな衝撃を受けた｡

休み時間に授業者の専門を確認すると,案の

定,英語学 ･英文学ではなかった｡このような

専門外の学生の場合,中高で学習した文法の歪

みを補正 し,教えるために学び直す機会に恵ま

れることは少ない｡結果 として,自分が中学

生 ･高校生の時に受けた説明の誤 りに気づかず

に再生産 してしまう危険性が高いのである｡こ

れは英語教員養成 システムの構造的欠陥であ

る｡英語教員養成に関わる大学教員は,この欠

陥から目を逸らしてはならない｡この他にも,

学校現場で必要となる知識 ･技術 と,免許取得

に必要となる科目設定の間には,大きなギャッ

プがあるように感 じる｡ただ,本稿ではこの間

題にこれ以上深入 りするのは避けることにす

る｡

3.4.受動態と意味の焦点

話題を (16)の質疑の場面に戻そう｡｢受動

態 と能動態の違い｣を考えるために,筆者が

(17)(18)の対話を板書してみた｡

(17) Paul:Georgeiswritingaplay.

John:Ididn'tknowthat.

(18) Paul:Thisplaywaswrittenby

George.

John:Wasit? Ididn'tknowthat.

(17)(18)ではともに,ジョンは ｢それは知

らなかったなあ｡｣と答えている｡では ｢それ｣

とは,どのような内容なのだろうか? ジョン

が ｢知 らなかった｣と言 っている内容の中心

は,それぞれ,

(17) ジョージが ｢芝居を書いている｣とい

うこと

(18) この芝居が ｢ジョージの作である｣と

いうこと

となる｡ポールの発話では,それぞれ下線部に

言いたいことの中心があるからである｡これ

を,意味の焦点 (focus)と呼ぶことがある｡
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4.受動態と情報構造

4.1.受動態と動作主 (agent)

そもそも受動態が使用されるのは,(1)のよ

うに,動作 ･行為 を受ける人 ･物 を話題にし

て,それについて何らかのコメントを加えたい

場合である｡

(D ThisbookiswritteninJapanese.

(話題) (コメント)

従 って,本来的には (by+動作主)は,表

現 しない方が普通である｡現実に使われている

場面 を分析 してみると (by+動作主)が表現

されるのは,受動態全体の20%程度に過ぎな

い, とい うデータもある｡

4.2.byを伴う受動態の特殊性

それでは,どのような場合に (by+動作主)

が敢 えて表現 されるのだろうか ? それは

(by+動作主)が意味の焦点になっている場合

に限られる｡次の二つの文 (2)(3)が使われ

る状況の違いを考えてみたい｡

(2) Yourlittleboybrokethatwindow.

(3) Thatwindowwasbrokenbyyourlit-

tleboy･

(2)は ｢息子が何か しでか した｣ とい うこと

を,(3)は ｢あの窓が割れている｣ とい うこと

を,聞き手が知 っていることを前提 としてい

る｡その上で相手に伝えたいことの焦点となっ

ているのが下線部である｡た とえば,(4) と

(5)が使われている状況 としては,それぞれ,

次のようなものが考えられる｡

(4) 息子が叱られている｡｢何をしたのだろ

う?｣と思って近づいてい くと-

- ｢お宅の息子が,割ったんですよ,あの

窓を｣ と言われる

学習文法の再構築

(5) 窓が割 れてい る｡｢ど うしたのだ ろ

う?｣ と思って近づいてい くと-

- ｢あの窓を割ったのは,お宅の息子です

よ｡｣と言われる

動態を使 うのは,(by+動作主)に意味の焦点

を当てるための仕掛けなのだと考えてもよいだ

ろう｡｢あの窓は,お宅の息子によって割 られ

ました｡｣ とい う日本語 とは表す意味が随分違

っているのである｡

5.情報構造と文章のまとまり

5.1.情報構造と文のつながり

中学校の新 しい学習指導要領では ｢まとまり

のある文章を書 く｣ことが求められている｡こ

の観点から,受動態を使用する必然性を考えて

みたい｡次の対話はどうだろうか｡

(1)Charlie:Kazu,whatareyoureading?
Kazu:Agreatbook.It'saboutsoccer.

Itwaswrlttenbyafamoussoccer

旦垣堅I

Charlie:Oh,really? Can Ireadit?

Kazu:Sorry,it'swritteninJapanese

下線の文を発話する前提 となっているのは,

(2)チャーリーに向かって,カズが自分の読

んでいる本について ｢すごい本で,サッカ

ーについての本なんだ｡｣ と話 している｡

とい う状況である｡,この前提に続 く下線部

ち,｢話題 となっている ｢本｣について,何か

情報を追加する｡｣ とい う流れに沿 った発話に

なる｡このような対話の流れを考えて,受動態

(3)と能動態 (4)のどちらが適切かを考えて

みよう｡

(3)Itwaswrittenbyafamoussoccer

player.
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(4)Afamoussoccerplayerwroteit.

(3)と (4)とでは,発話の前提 となる状況

が違っている｡(3)は ｢本｣について話 してい

る流れの中で,話題 となっている ｢本｣(-it)

を主語に立てて ｢(そして)この本はね･･･｣ と

い うように話を続けてる｡そのため,直前の発

請 (Agreatbook.It'saboutsoccer.) とスム

ーズにつながっている｡

ところが,もし (4)のような発話が来たら

どうだろうか? 唐突に ｢あるサッカー選手が

-｣と言われると,聞き手は面食 らって しま

う｡場合によっては,主語のAfamoussoccer

playerを聞き逃 して しまうか も知れない｡こ

のような理由で,(1)の対話の流れでは,(3)

の方が適切で,(4)はつながりが悪 く感 じられ

るのである｡

5.2.新情報と旧情報

文末に意味の焦点が来るのは,どうしてなの

だろうか? 話 し手は,聞き手がすでに知って

いる (と考えられる)こと (-旧情報)を話題

として取 り上げる｡旧情報を前提 として,聞き

手がまだ知らない (と考えられる)こと (-節

情報)を伝えてい く｡新情報の中心が意味の焦

点だと考えられる｡整理 してみると,

(5) 情報の流れ :

旧情報 (話題)- 薪情報 (意味の焦点)

のようになる｡このように,情報は ｢旧から新

へ｣と流れてい くのが自然なのである｡後続す

る文では,前の文の新情報に関して,話 しを展

開してい くと,流れのよい文章になる｡

それでは ｢天文学の歴史｣に関する文章を読

んで,空所には,アとイのどちらが適する考え

てみよう｡

(6)Aristotlethoughtthattheearthwas

BⅩedandthatthesun,themoon,theplan-

ets,andthestarsmovedinorbitsabout

theearth.Hebelievedthisbecausehe

felt,formysticalreasons,thattheearth

wasthecenteroftheuniverse.[ ]

AccordingtoPtolemysmodel,the

earthstoodatthecenterandwassur-

roundedbyeightspheresthatcarriedthe

moon,thesun,thestar,andtheBveplan-

etsknownatthetime二Mercury,Venus,

Mars,Jupiter,andSaturn.

ア.Ptolemydevelopedthisideaintoacom-

pletemodeloftheuniverseinthesecond

centuryA.D.

ィ.ThisideawasdevelopedbyPtolemyln

thesecondcenturyA.D.intoacomplete

modeloftheuniverse.

(CrouJnEnglishSeriesi(旧版)三省堂)

[ ]の直前の文の最後に,theearthwas

thecenteroftheuniverseと書かれている｡次

の文はこの情報を前提 として始まるので,this

ideaが主語に立たな くてはならない｡出 し抜

けにPtolemydeveloped‥.と来ると ｢Ptolemy

って誰だっけ?｣ と読者は戸惑ってしまう｡そ

のため,ここでは,イ (受動態)の文を補わな

い と文章のつなが りが悪 くなって しまのであ

る｡イの情報の流れは,

(7) (地球が宇宙の中心だという)この考え

を発展させたのが,プトレマイオスとい う

紀元2世紀の人物で,彼がこの宇宙モデル

旦宣盛 させたのです｡

となる｡下線部つまり ｢完成モデルを作った｣

とい うことが,この文における内容の焦点 (-

薪情報) と言えるだろう｡そのため,[ ]

に続 く文はAccordingtoPtolemy'smodelで始

まっているのである｡直前の文で新情報だった

ものが,次の文では旧情報 となり,それが主語
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(あるいは文頭の語句)となるのである｡

何を文頭に置き,何を文末に置 くのか｡前後

の文とのつながりを考えると,受動態を使用す

る必然性が見えてくる｡

6.指導要領と教科書

6.1.解説の用例が示唆すること

新 しい学習指導要領の解説が2008年7月に

発表された｡今回の解説では,文法事項に関す

る用例が増加 している｡特に,受動態では用例

が倍以上になっているのが目を引く｡

(1) 1998年版の解説

｢受け身のうち,現在形及び過去形｣

･Judoisenjoyedbymanypeopleinthe

world.

･Thismachineu)asmadeinFrance.

(下線 と斜体字は引用者による)

時制を,現在と過去に限定しているのは,従

来と変わらない｡しかし,この指導要領から解

説に用例が示されるようになった｡これは,言

語材料の学年指定が撤廃されたことと無関係で

はないだろう｡ここでは,現在形 と過去形の用

例が,一つずつ示されているに過ぎない｡それ

では,新指導要領はどうなっているのだろう

か ?

(2) 2008年版の解説

｢受け身｣

･Judoisenjoyedbymanypeopleinthe

world.

･Englishisspokenaroundtheworld.

･Thismachineu)asmadeinFrance.

･Anewgymu)illbebuilthere.

･Wewillbegivennewtextbooksnext

year.

(下線と斜体字は引用者による)

従来は ｢現在形及び過去形｣に限定されてい

学習文法の再構築

た時制の記述がなくなり,それに伴って,現行

では高校の学習事項であった (助動詞+受動

態)が例示 された｡しか し,助動詞がwillL

か使われていないことを考えると,これは ｢未

来を表すもの｣を含むことを示唆しているのか

も知れない｡

いずれにせよ,2003年 12月の一部改訂で,

学習指導要領の位置づけが,

(3) 歯止め (-上限)規定 - 最低基準

へと変更されているので,can,mustのような

助動詞の付いた受動態を中学校の教科書で使用

することは ｢逸脱｣とはなり得ない｡(助動詞

+受動態)を復活させることは不可能ではなく

なったのである｡

6.2.受動態と文型

次に文型について点検 してみよう｡(新指導

要領では従来の ｢文型｣という用語に代わって

｢文構造｣とい う用語を使用 しているが,指 し

ている実体は同じなので,本稿では従来通 りに

｢文型｣を使 う｡)

1998年版では (S+Ⅴ+○)の文型の受動態

しか例示されていない｡また,当時の指導要領

は ｢歯止め｣であった｡そのせいなのだろう｡

現行の教科書では,その他の文型の受動態は,

ほ とん ど姿を消 している.例えば,Sunshine

EnglishCourse(開隆堂)の3年生用教科書で

は,巻末にある補充Readingに,

(4) Therulesforwritinggoode-mailS旦望

called"netlquette."

とい う (S+Ⅴ+0+C)の受動態が一つ登場す

るだけである｡(S+Ⅴ+0+0)の受動態は全

く出て来ない｡

しかし,2008年版では,

(5) weuJillbegivennewtextbooksnext

ー 2 3 -



神奈川大学心理 ･教育研究論集 第28号 (2009年 3月31日)

year.

が例示されている｡加えて,指導要領の位置づ

けが ｢最低基準｣に変更されている訳なので,

新 しい教科書において,

(6) (S+Ⅴ十〇+0)の受動態

(S+Ⅴ+0+to/for...)の受動態

が登場することを排除する根拠は失われたと言

って良いだろう｡これで ｢中学校 と高校のギャ

ップ｣が少しでも埋まるのならば,喜ばしいこ

とだと考えられる｡

6.3.高校 ｢英語Ⅰ｣における受動態
先ほど述べたように,高校の指導要領で示さ

れている受動態は,

(7) 助動詞十受動態

しかない｡しかし実際は,(8)に示すように教

科書にはそれ以外の様々な受動態が登場 してい

る｡

(8) UnicornEnglishCourseI(1997年版)

･ThebabywasglVenaWhiteliquidby

hismother.(S+V+0+0)

･Thiskindofschooliscalleda"tera-

koya."(S+Ⅴ十〇+C)

･Youareaskedtobeconsciousofdi茸er-

encesinage.(S+Ⅴ+〇十不定詞)

･Ⅰhavebeenbroughtupwi山地e仙r此

(現在完了形)

･Yourtrainswinsoonbebroken.

(助動詞+受動態)

･Asakid,Ilikedbeingscared.

(動名詞)

･Idon'twanttobeleftalone.(不定詞)

中学校の教科書では (S+Ⅴ+0)以外は出て

こないわけなので,そのギャップの大きさは驚

くばかりである｡しかし,高校教員の多くは,

これに気づいていない｡

大学入試までを見通すと,より複雑な受動態

が問われる可能性がある｡筆者が高校時代に

は,英語Bとい う科 目で ｢文法｣の検定教科

書があった｡そこから代表的なものを引用して

みよう｡

(9) ANEWGUIDEtoEnglishGrammar

(1978)

･Hewasseentowalkacrossthelawn.

(知覚動詞十〇十原型不定詞)

･Hewasmadetodosomeextrawork.

(使役動詞+0+原型不定詞)

受動態を使いこなすのは,学習者にとって容

易ではないである｡

7.副詞節の位置と意味の焦点

7.1.接続詞 because/sinceの違い

5で述べた ｢情報構造｣に話をもどす｡この

考え方を使 うと,副詞節の位置による意味の違

いもよく見えてくる｡まずは ｢原因 ･理由｣を

表す接続詞のbecauseとsinceを見てみたい｡

この二つは,使い方が異なる｡(1)の例を見て

もらいたい｡

(D John:Wh ydidn'tyouattendthemeet-

ing?

(どうして会合にでなかったの?)

Paul:BecauseIhadtoworklate.

(残業しなくちゃならなかったんだ｡)

(1)下線部は,(Ididn'tattendthemeeting)

becauselhadtoworklate.の ( )内を省

略 した ものである｡このように,becauseは

｢～なので｣とい う部分だけを独立させた文 と

して使 うことが可能である｡しか し,この

becauseをsinceと入れかえて,
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(2) Paul:'SinceIhadtoworklate.

とすることはできない｡Why...?に対する返答

としてsinceを使 うことはできないのである｡

同じことは,強調構文にも言える｡

(3) a.Ztu,asbecauseSam arrivedthat

Jolm left.

b.'ItuJassinceSamarrivedthatJohn

left.

強調の焦点に相当する位置に,sinceが来るこ

とはできないのである｡

文中の位置に関 して も,ふつ うbecauseと

sinceには次のような違いがある｡

(4) Idi血'tattend仇emeetingbecauseI

hadtoworklate.

(5) SinceIhadtoworklate,Ididn't

a仕endthemeetmg.

このように,becauseは文の後半 (-主節,こ

こではIdidn'tattendthemeetingよりも後)

に来るのが一般的である｡いっぽうsinceは文

の前半 (-主節よりも前)に来る方が一般的で

ある｡このような文中の位置の違いを反映 し

て,(4)と (5)の表す意味は,次のように違

って来る｡

(4) 僕が会合にでなかったのは,残業 しな

くてはならなかったからだ｡

(5) (君も知っているように)残業 しなくて

はならなかったんだよ,だから会合に出ら

れなかったんだ｡

それぞれ,下線部に言いたいこと (-意味の焦

点)がある｡つ まり,(4)では ｢残業が原因

で｣とい う部分に焦点が,(5)では ｢会合に出

られなかったとい う結果｣に焦点が当たってい

るのである｡このようにsinceは

学習文法の再構築

(6)聞き手がすでに知っていること

を理由とするときに使われる｡受動態のところ

で述べたように,既知のことは情報 としての伝

達する価値が低いために,意味の焦点とはなら

ない｡これが,(2)辛 (3)でsinceが使 えな

か った理由なのである｡原因 ･理由を ｢旧情

報｣として扱 う場合にはsinceを使い,｢新情
報｣として扱 う場合にはbecauseを使 う,と

考えてよいだろう｡

sinceとbecauseの使い分 けを単純化す る

と,(7)のようになる｡下線部は,意味の焦点

を表 している｡

(7) ･Since+原因 ･理由,結果 (-主節)

-主節の省略は不可 (2)

･結果 (-主節)because+原因 ･理

由

-主節の省略が可能 (1)

7.2.時を表すwhenの場合

｢-の時に｣ とい う意味を表す接続詞when

は文頭にも文末にも置 くことができるが,この

場合もどちらに置 くかで,表す意味が微妙に違

って来る｡

(8) PadgotupwhenMarycamein.

(9) Wh enMarycamein,Paulgotup.

(8)は,竺麺辺 didPaul getup?(ポール

は,いつ立ち上がったのか?) とい う質問に対

する応答のような場合で,

(8)ポールが立ち上がったのは,メアリーが

入ってきたときだった｡

のように,下線部に意味の焦点がある｡いっぽ

う,(9)は,WhatdidPad dowhenMary

camein?(メアリーが入ってきたとき,ポール

はどうしたのか?)のような質問に対する応答
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になるので,

(9) メア リーが入 って きた ときに,ポール

は立ち上がった｡

とな り,こちらも文末に意味の焦点が来てい

る｡文中における副詞語句の位置は比較的自由

であるが, どこに置かれるかとい うことと意味

の間には,このように密接な関係があるのだ｡

7.3.意味の焦点と否定

最後に,否定文 との関係 を見てみたい｡次の

a.とb,の意味の違いは, どうなるだろうか ?

(10) a.Ididnotplaytemi syesterday.

b.YesterdayIdidnotplaytennis.

普通の音調で言った場合には,文末に意味の焦

点が来る｡否定語 notは,そこに狙いを定める

ので,

(ll) a.昨日は,テニスをしませんで した｡

- ｢別に日にテニスをした｣ことを含

意

b.昨 日,テニスはしませんでした｡

- ｢昨 日は他のスポーツをした｣こと

を含意

とい う違いが出て来る｡否定文の表す意味を正

確に理解するためには,情報構造の考えが不可

欠なのである｡

このように ｢情報構造｣ とい う切 り口を作 る

だけで,受動態 と副詞語句の位置 とい う ｢点｣

が ｢線｣ としてつながって くる｡学習文法の再

構築には,英語学の知見を積極的に役立てるべ

きなのである｡
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